
    

バラ切り花の鮮度保持に対する酸性電解水の効果検証 
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要旨： 酸性電解水のバラ切り花に対する鮮度保持効果について検討した。試験対象は5本のバラ

（コルベット種）を1セットとし、新鮮重、吸水量、花径、開花度を指標として、試験水（水道水、

酸性電解水、アルカリ性電解水、鮮度保持剤）の影響を10日～14日間に亘って観察した。 

その結果、酸性電解水（pH 3.5、有効塩素濃度20 ppm）は、各観察項目において水道水より良好

で鮮度保持剤（市販延命剤）と同等の効果を示したが、吸水量のみ顕著に増大した。しかし、酸性

電解水に糖（スクロース）を2%添加することによって吸水量を鮮度保持剤と同等のレベルに維持で

き、開花度も鮮度保持剤と同等の13日間となり、鮮度保持効果（花もち延長）が認められた。また、

簡易な花の延命剤として利用価値が高いと判断された。 
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1. 緒言 

消費者は切り花を購入する際、日持ちを重視して

いることから、産地から小売店及び消費者までの一

貫した流通実証試験がなされている1,2,3）。切り花の

鮮度保持剤には、生産者が出荷前に短期間使用する

前処理剤と、流通段階や小売店、消費者が連続的に

用いる後処理剤がある。前処理剤の代表的なものに

はエチレンの生成を阻害するチオ硫酸銀錯塩（STS）

や抗菌剤がある4）。後処理剤には、糖類（スクロー

ス、グルコース、フルクトースなど）、殺菌・抗菌

剤（硫酸アルミニウム、硝酸銀、塩素系化合物など）

を主体として4,5）、植物ホルモン（ジベレリン、アブ

シジン酸、ベンジルアミノプリンなど）、pH調節剤、

界面活性剤なども含まれている。これらの使用は、

切り花の生理特性を考慮して、組み合わせを変える

必要がある5,6）。しかしながら、市販の鮮度保持剤は

詳細な成分組成は公表されていない4）ことから、前

処理剤や後処理剤を廃棄する際の環境に対する影

響が懸念されている7）。欧米などでは前処理剤と後

処理剤の処理が義務化されている国もあり、それに

よる日持ち保証販売が一般的になっている8)。一方、

日本では生産者、小売店、消費者それぞれにおいて

工夫が行われているが、鮮度保持剤の利用に関して

はコストがかさむことから、小売店では代わりに電

解水の利用も検討されてきた3）。この動きに関連し

てKoikeら9)は、酸性電解水と10%スクロースの日持

ち効果について水を比較対照として検討した。その

結果、それらの単独使用での効果を認めたが、それ

よりも両者を組み合わせて使用（最初に酸性電解水

で２時間処理後スクロース液に10時間）するとより

効果的であることを確認している。しかしながら、

比較対象として鮮度保持剤を用いていないため、そ

の効果の程度が明らかにされていない。 

 電解水に関して上記の報告および環境への影響

が軽微なこと10）を考慮して、我々は酸性電解水を単

独またはスクロース添加で使用した場合のバラ切

り花鮮度保持効果について検討した11）。本研究では、

バラ切り花の後処理剤の代替品としての酸性電解

水の可能性を探り、2%スクロース添加酸性電解水の

使用により鮮度保持剤と同等の効果が得られたの

で報告する。 

 

2．材料と試験方法 

2.1 実験ⅠとⅡの共通項目 

図1に試験方法を、表1に試験水一覧を示す。 

1） 電解水の生成 

恵泉女学園大学（多摩キャンパス）園芸実習室に

三室型生成装置（（株）ファースト・オーシャン製 

ファインオキサー、被電解質；NaCl）を軟水器と共

に設置し、電解水を生成した。設置時の電解水生成
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状況は、生成量2.5 L/min、酸性電解水pH 3.5、有効

塩素濃度20 ppm、アルカリ性電解水pH 11.2であっ

た。 

2）切り花の調整 

茎長60 ㎝、5 複葉（3枚葉-3 5枚葉-2）に揃えた

バラ（品種：コルベット）を5 本一組として、それ

らの新鮮重の差が5 ％程度になるように調整して

供試した。 

3）実験方法 

20 mlのメモリ付き試験管に各試験水を20 ml満

たし、試験管から試験水の蒸散を防ぐため試験管の

口をビニールで覆い、輪ゴムで止めた。このビニー

ルに小さな切れ込みを入れ、1本の試験管に一本の

バラを挿し、人工気象器（温度25 ℃、明期10時間・

暗期14時間、照度約4500ルクスに調整）内に静置し、

毎日定刻に新鮮重、吸水量、花径、開花度を測定し

た。新鮮重は、試験管からバラを抜き、茎の水滴を

ぬぐった後、上皿自動天秤で量った。吸水量は、試

験管からバラを抜いた後、試験管のメモリを読んで

測定した。吸水量は1日2回測定し、目減りした試験

水を20 mlメモリまで補充した。花径はノギスを用

いて最大直径を測定した。開花度は、蕾（10点）、

2分咲き（9点）、4分咲き（8点）、6分咲き（7点）、

8分咲き（6点）、満開（5点）、鑑賞価値の限界（芯

が露出した状態 4点）、限界～枯死（3点、2点）、

枯死（1点）として点数化した。上記項目の測定値は、

5 本一組の平均値として表した。（図2） 

 

2.2 実験Ⅰ：電解水によるバラ切り花の鮮度保持試験 

1）試験期間 

2017年5月17日～5月27日に行った。 

2）試験区 

水道水区、酸性電解水区、酸性電解水とアルカリ

性電解水の混合水区（生成時に1：1で混合；以下混

合水区）、アルカリ性電解水区、鮮度保持剤として

市販の切花延命剤クリザールフラワーフードⓇ（ク

リザールジャパン、成分：糖類、抗菌剤、有機酸；

以下クリザール）区の5区を設けた。なお、クリザー

ルは使用方法に従い、水道水にて50倍希釈して用い

た。 

 

2.3 実験Ⅱ：糖添加によるバラ切り花の鮮度保持試験 

1）試験期間 

2017年11月23日～12月7日に行った。 

2）試験水区 

水道水区、砂糖2％添加水道水区、酸性電解水区、

砂糖2％添加酸性電解水区、クリザール区の5区を設

けた。なお、クリザールは使用方法に従い、水道水

にて50倍希釈して用いた。砂糖には家庭用の上白糖

 

図 1．試験方法 

バラ
（コルベット）

各区 5本 調整
茎長：60㎝
新鮮重の差：5％以内

試験管
（試験水入り）
1本ずつ活ける

人工気象器
温度：25℃
明期：10h 暗期：14h

約4500ルクス

定時測定
新鮮重（g）
吸水量（ml）
花径（mm）
開花度

表 1．試験水一覧 

 

有効塩素濃度
（ppm）

pH試験水試験

17.6水道水

① 電解水による
切り花の鮮度保持試験

試験期間 ：5/17～5/27（2017）
開始時新鮮重：123.5～125.1g

203.0酸性電解水

168.8混合水（生成時同時混合）

－11.2アルカリ性電解水

33.31クリザール

17.6水道水

② 糖添加による
切り花の鮮度保持試験

試験期間 ：11/23～12/7（2017）
開始時新鮮重：89.4～90.8g

17.56水道水＋砂糖2％

203.05酸性電解水

203.16酸性電解水＋砂糖2％

33.31クリザール

 

図 2．開花度 
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（DM三井製糖（株）社製 スプーン印 スクロー

スが主成分、転化糖をわずかに含む）を用いた。 

 

3．結果 

3.1 実験Ⅰ：電解水によるバラ切り花の鮮度保持効

果 

電解水単独による切り花の吸水量に対する影響

について図3に示す。各処理区とも1日目で急激に吸

水が起こり、その後時間の経過とともに漸次低下傾

向を示した。処理間では、水道水区とアルカリ性電

解水区が両者同様の低値で推移したのに対し、混合

水区と酸性電解水区はクリザール区を上回る高い

吸水量を示した。特に酸性電解水区が顕著であった。 

電解水単独によるバラ切り花の開花度に対する

影響について図4に示す。クリザール区は試験開始

より10日間経過後も鑑賞価値限界（評価4点）を維持

したのに対し、水道水区では試験開始より2～3日程

度で鑑賞価値限界に達し、8日後には枯死状態とな

った。一方、酸性電解水区と混合水区ではクリザー

ル区と比べ若干劣るが同様の経過を巡ったのに対

し、アルカリ性電解水区は水道水区と同様の傾向と

なった。 

新鮮重および花径に関しても、開花度と同様に、

水道水区とアルカリ性電解水区が同程度の低い値

で推移したのに対し、酸性電解水区と混合水区はク

リザールと同等の高い値を示した（データ未掲載）。 

以上のことから、酸性電解水区と混合水区は鮮度

保持効果の可能性が示唆された。 

 

3.2 実験Ⅱ：糖添加によるバラ切り花の鮮度保持効

果 

 酸性電解水区の吸水量が顕著なことにより、クリ

ザール区に比べ鑑賞限界値を早くに迎えたことか

ら（図5）、花弁の呼吸基質として利用できる効果を

狙い、糖を添加した場合のバラ切り花への影響を検

証した。糖添加による吸水量への影響について結果

を図6に示す。 

 糖添加水道水区および糖添加酸性電解水区とも

に無添加に比べて大幅に吸水量が減少し、特に糖添

加酸性電解水区ではクリザール区と同等の吸水量

を示した。 

 開花度に対する影響について図7に示す。糖添加

水道水区では糖添加の影響は見られず、5日後に鑑

 

図 3．吸水量に対する電解水の影響 
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図 4．開花度に対する電解水の影響 
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図 5．吸水量と開花度 

 

 

図 6．吸水量に対する糖添加の影響 
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賞限界を下回ったのに対し、糖添加酸性電解水区で

はクリザール区と同等の13日程度まで鑑賞限界を

保った。 

新鮮重ならびに花径に関して、水道水区ならびに

糖添加水道水区は、糖添加の影響は見られず、同程

度の低い値で推移するのに対し、糖添加酸性電解水

区はクリザール区と同等の高い値を示した（データ

未掲載）。 

 以上のように、酸性電解水への砂糖添加により全

試験区に比べて明瞭な鮮度保持（花もち延長）効果

が認められた。 

 

4．考察 

 切り花に対する消費者の花もち（鮮度保持）ニー

ズ並びに各種の鮮度保持剤の使用状況による環境

面およびコスト面を考慮して、抗菌効果を持つ電解

水による切り花の鮮度保持効果についてバラを材

料に検討を行ってきた11）。酸性電解水は、主成分と

して低濃度（10～80 ㎎/kg）の有効塩素を含み、「人

の健康を害する怖れがない」という理由で食品添加

物殺菌料（名称：次亜塩素酸水）に指定されている

が、特定農薬にも指定されており10）、下水に流して

も環境面に影響を及ぼさない優れた殺菌効果を持

つ資材として評価されている。 

バラの切り花の鮮度保持化は、抗菌剤と糖類を含

む後処理剤が一般的に使用されている1,8）が、太田ら

12）は酸性電解水の効果について研究し、酸性電解水

原液（pH 2.7、有効塩素濃度52 ㎎/L）では効果が得

られず、2倍希釈（pH 2.9、有効塩素濃度26 ㎎/L）

にて効果が得られたと報告している。この結果から

高有効塩素濃度の酸性電解水はバラの生理障害を

惹き起こしたのではないかと推察している。我々の

予備試験においても酸性電解水原液（pH 3.5、有効

塩素濃度20 ppm）および2倍希釈溶液（pH 5.3、有

効塩素濃度11 ppm）は、有効塩素濃度20 ppm程度

でも花もちへの影響がないことが確認できた。そこ

で、本試験では原液を使用することとした。 

切り花は、生け水ならびに導管に細菌が繁殖する

ことに伴い、導管閉塞が促進され吸水量低下が起き

ることが知られている1,5）。予備試験において、生け

水（酸性電解水と水道水）中の細菌繁殖を一般細菌

試験紙を用いて観察したところ、水道水に比べ、酸

性電解水では一般細菌を抑制できることを認めた。

このことから、酸性電解水による生け水の細菌繁殖

抑制が、クリザールを上回る吸水量（図3参照）につ

ながり、ひいては代謝活性の促進につながった結果、

クリザールに比べ若干鑑賞限界（花もち）が速まっ

たと考えられた。そこで、花弁の呼吸基質として利

用できる効果5,6）を狙い、酸性電解水に糖を添加した

場合の吸水量（図6参照）と花もちに対する影響（図

7参照）を検討した。後処理剤に使用される糖類には

スクロース、グルコース、フルクトースが用いられ

ており4）、予備実験において、試薬のグルコースを

用いた場合と家庭用の上白糖（主成分スクロース）

の場合で検討を行った結果、効果の違いに差はなか

った。また、静岡県の報告8）では、後処理液の組成

を検討したところ、ブドウ糖2％の花もち効果が高

いことが認められている。そこで、本研究ではコス

ト面と手に入りやすさから家庭用砂糖を用い、添加

量を2％とした。その結果、糖添加酸性電解水の使用

により吸水量と花もちはクリザールと同等となっ

た。本実験結果は、生け水以外は同一条件下におけ

るものであり、生け水の違いがバラ切り花の生理活

性へ影響を及ぼし、吸水量の違いとして如実に表れ

たものと理解された。 

以上得られた実験ⅠとⅡの結果から、環境面とコ

スト面に配慮して抗菌剤として酸性電解水と糖類

として家庭用の砂糖（上白糖）を使用することによ

り、バラの鮮度保持効果が簡易に得られることが検

証できた。特に酸性電解水はバラ生け水の抗菌に、

糖は切り花の延命のためのエネルギー供給に機能

したと推察される。 
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図 7．開花度に対する糖添加の影響 
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The demonstration of useful effects of acidic electrolyzed water 

on the life-extension of cut rose flower 

 

Yoko Honda1 and Takako Nakato2  

1 Keisen University, 2 Functional Water Foundation 

 

 

We investigated the life-extension effect of acidic electrolyzed water (AEW) on a cut rose flower (cv. Corvette variety) 

in comparison with tap water, alkaline electrolyzed water and a commercially available freshness preservative (FP). 

Parameters monitored were fresh weight, water absorption, flower diameter, and degree of blooming of five cut roses as a 

set kept at 25℃ for 10 to 14 days. Consequently, it turned out that AEW (pH 3.5 and 20 mg/L available chlorine 

concentration) showed effects equivalent to FP except water absorption on which AEW showed markedly higher effect. To 

control water absorption, addition of 2% sucrose to AEW was effective so that no significant difference in all the parameters 

was observed between AEW and FP. Thus, marketable blooming degree was maintained for 13 days. 

In conclusion it should be noted that the mixture of AEW and home sugar (2%) was very useful for the life-extension 

of cut rose flower. 
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